平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（書くこと）
プロトタイプＤ
単元：

BOOK 2，LESSON 1

評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（書くこと）

評価規準：

過去形（一般動詞）を含む文を使って，休み中のできごとの日記を書くことができる。
評価方法：

【日記作文】p.9，USE Write，3の活動とパラレルなタスクを行う。過去形(一般動詞)を含む英文を使って，休み中のできごとの日記を書かせて，その表現を評価する。
留意点

・英文日記を書かせる前に，①表現の正確さ，②内容・構成の２項目で評価されることを明示しておく。
・教科書USE Writeの活動で作成した日記は，教師や級友の助けを受けながら作成しているため，評価対象にはならないので，新たに別の日の日記を書かせて評価する。
評価基準：A・B・Cの3段階

評価項目①②それぞれABCでつける。

①表現の正確さ

　A：表現上の誤りがほとんどない

　B：いくつかの誤りがあるが，理解できる範囲である

　C：伝えたい内容が曖昧になるような表現上の誤りがある

②内容・構成

　A：休み中のできごとや気持ちなどが話の流れや文のつながりを考えて書かれている

　B：教科書のモデル文の内容や構成を踏襲している

　C：情報量が不充分な上，話の流れや文のつながりが考慮されていない
留意点

　生徒へのフィードバックを考えて，評価は項目別につけて生徒に提示することとする。

評価課題：

イラストの内容に合うように，健が先週の日曜日にしたことを英語で書いてみよう。


解答例：
Ken cleaned my room at 9 a.m. 

He went to an Italian restaurant.  
He went to see a movie with his friend

He studied English.

留意点

別紙BOOK 2, LESSON 1 関心・意欲・態度と併せて｢英文日記｣を書くという評価活動を行い，この外国語表現の能力の評価項目と併せて評価する。





















イタリアンレストランにいるイラスト。





英語を勉強しているイラスト。





友達と一緒に映画を観ているイラスト。





健が部屋の掃除をしているイラスト。








